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復
期
・
慢
性
期
ま
で
、限
り
あ
る
医
療
資
源
を

効
果
的
か
つ
効
率
的
に
配
置
す
る
こ
と
を
め

ざ
し
て「
地
域
医
療
構
想
」を
進
め
て
い
ま
す
。

そ
れ
を
実
現
す
る
た
め
の
ひ
と
つ
の
選
択
肢

と
し
て
創
設
さ
れ
た
の
が
、「
地
域
医
療
連
携

推
進
法
人
」の
制
度
で
す
。

「
地
域
医
療
連
携
推
進
法
人
」制
度
の
概
要

　
こ
れ
ま
で
医
療
機
関
は
、そ
れ
ぞ
れ
の
運
営

主
体
が
、独
自
の
経
営
方
針
、経
営
計
画
を
立

て
て
経
営
し
て
き
ま
し
た
。地
域
の
医
療
機

関
同
士
は
、競
合
す
る
こ
と
も
多
く
、良
い
意

味
で
は
お
互
い
に
切
磋
琢
磨
し
て
医
療
サ
ー

ビ
ス
の
向
上
に
努
め
て
き
ま
し
た
。そ
の
反
面
、

医
師
不
足
に
も
関
わ
ら
ず
近
く
の
病
院
に
も

同
じ
診
療
科
が
あ
っ
た
り
、経
営
が
苦
し
い
の

に
無
理
を
し
て
同
じ
よ
う
な
高
額
な
医
療
機

器
を
購
入
し
た
り
、地
域
全
体
の
医
療
資
源

と
い
う
観
点
か
ら
す
る
と
、非
効
率
な
結
果
に

な
っ
て
い
る
こ
と
も
多
々
あ
り
ま
し
た
。そ
れ

で
も
こ
れ
ま
で
は
何
と
か
運
営
で
き
ま
し
た
。

し
か
し
、こ
れ
か
ら
は
少
子
化
と
超
高
齢
化
が

同
時
に
進
行
す
る
社
会
を
迎
え
、国
の
財
政

が
年
々
厳
し
く
な
り
、診
療
報
酬
、介
護
報
酬

　

当
病
院
機
構
を
中
心
に
、市
内
の
９
法
人

が
参
加
し
て
設
立
し
た「
日
本
海
ヘ
ル
ス
ケ
ア

ネ
ッ
ト
」が
、４
月
１
日
に
県
知
事
か
ら「
地

域
医
療
連
携
推
進
法
人（
代
表
理
事 

栗
谷
義

樹
）」と
し
て
認
定
さ
れ
ま
し
た
。こ
の
耳
慣

れ
な
い「
地
域
医
療
連
携
推
進
法
人
」と
は
ど

う
い
う
も
の
か
、そ
し
て「
日
本
海
ヘ
ル
ス
ケ
ア

ネ
ッ
ト
」は
何
を
め
ざ
し
て
い
る
の
か
、に
つ
い

て
お
話
し
し
ま
す
。

時
代
背
景

　
ま
ず
地
域
医
療
連
携
推
進
法
人
と
い
う
新

し
い
制
度
が
で
き
た
時
代
背
景
で
す
。わ
が
国

は
、２
０
２
５
年
に
、約
８
０
０
万
人
い
る
団

塊
の
世
代
が
75
歳
を
迎
え
、国
民
の
４
人
に

１
人
が
75
歳
以
上
と
い
う
超
高
齢
化
社
会
へ

突
入
し
ま
す
。そ
の
た
め
の
医
療・介
護・福
祉

サ
ー
ビ
ス
の
整
備
が
急
務
で
あ
る
一
方
、そ
れ

を
支
え
る
社
会
保
障
費
の
急
増
が
避
け
ら
れ

ず
、財
政
が
持
ち
堪
え
ら
れ
る
の
か
懸
念
さ
れ

て
い
ま
す
。ま
た
、医
療
・
介
護
・
福
祉
現
場
の

人
材
不
足
は
、現
在
す
で
に
大
き
な
問
題
に

な
っ
て
い
ま
す
。

　
そ
の
対
策
と
し
て
政
府
は
、急
性
期
か
ら
回

の
切
り
下
げ
が
予
想
さ
れ
ま
す
。こ
の
ま
ま
で

は
、ど
の
病
院
も
維
持
が
困
難
に
な
り
、体
力

の
な
い
病
院
か
ら
脱
落
し
て
い
く
、あ
る
い
は

地
域
に
必
要
な
医
療
を
提
供
で
き
な
い
状
況

に
な
る
恐
れ
が
あ
り
ま
す
。

　
そ
れ
を
回
避
す
る
た
め
に
は
、経
営
を
病
院

単
体
で
考
え
る
の
で
は
な
く
、地
域
の
複
数
の

医
療
機
関
が
緊
密
に
連
携
し
、共
存
が
可
能

な
形
で
運
営
し
て
い
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　
そ
こ
で
今
回
制
度
化
さ
れ
た
の
が
地
域
医

療
連
携
推
進
法
人
で
す
。病
院
、施
設
そ
れ
ぞ

れ
の
運
営
主
体
は
こ
れ
ま
で
通
り
独
立
し
た

ま
ま
で
す
が
、ひ
と
つ
の
法
人
の
も
と
で
統
一

し
た
方
針
で
緊
密
に
連
携
す
る
こ
と
で
全
体

最
適
化
、効
率
化
を
積
極
的
に
図
り
、中
長
期

的
に
継
続
で
き
る
地
域
の
医
療
体
制
を
作
っ

て
い
こ
う
と
す
る
も
の
で
す
。

　

地
域
医
療
連
携
推
進
法
人
は
、非
営
利
で

あ
り
、公
益
性
の
高
い
運
営
が
求
め
ら
れ
て
い

ま
す
。運
営
に
あ
た
っ
て
は
、連
携
推
進
区
域

を
定
め
、統
一
的
な
連
携
推
進
方
針
を
作
り
、

こ
れ
を
ベ
ー
ス
に
業
務
を
実
施
し
ま
す
。ま
た
、

各
参
加
法
人
は
、自
ら
の
事
業
計
画
や
重
要

な
事
項
を
決
定
す
る
時
に
は
、地
域
医
療
連

携
推
進
法
人
の
意
見
を
聞
か
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。こ
の
意
見
に
は

強
制
力
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、各
参
加
法
人
の

事
業
計
画
が
連
携
推
進
方
針
を
踏
ま
え
た
も

の
に
な
る
と
期
待
さ
れ
ま
す
。

設
立
ま
で
の
経
緯

　

庄
内
地
域
の
人
口
推
計
予
測
で
は
、

２
０
１
５
年
の
約
28
万
人
か
ら
２
０
３
０
年

ま
で
の
15
年
間
で
５
万
人
強
が
減
少
し
ま

す
。更
に
次
の
15
年
間
で
も
同
じ
位
減
少
し
、

２
０
４
５
年
に
は
、約
17
万
人
に
な
る
と
さ
れ

て
い
ま
す
。当
病
院
機
構
は
、平
成
20
年
に
県

立
日
本
海
病
院
と
市
立
酒
田
病
院
が
統
合
し

て
以
来
、経
営
的
に
は
順
調
に
推
移
し
て
き
ま

し
た
。し
か
し
、こ
う
し
た
過
疎
化
や
国
の
厳

し
い
財
政
状
況
を
考
え
る
と
、現
在
の
ま
ま
で

は
病
院
の
経
営
が
成
り
立
た
な
い
時
代
が
い

ず
れ
や
っ
て
く
る
、と
考
え
て
い
ま
し
た
。そ
う

し
た
危
機
感
を
持
っ
た
庄
内
の
２
つ
の
病
院

と
定
期
的
に
勉
強
会
を
開
催
し
、連
携
の
あ

り
方
を
模
索
し
て
い
ま
し
た
。そ
の
よ
う
な
中

で
、地
域
医
療
連
携
推
進
法
人
の
制
度
が
で

き
た
の
で
、具
体
的
に
取
り
組
む
こ
と
に
し
ま

し
た
。

特集

日本海ヘルスケアネット推進室

室 長 菅 原 　 司

地
域
医
療
連
携
推
進
法
人

『
日
本
海
ヘ
ル
ス
ケ
ア
ネ
ッ
ト
』の
め
ざ
す
も
の
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住
民
の
方
へ
の
メ
リ
ッ
ト

　
地
域
医
療
連
携
推
進
法
人
は
、運
営
の
仕

組
み
な
の
で
、直
接
的
に
目
に
見
え
る
こ
と
は

少
な
い
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。ひ
と
つ
の
具
体
例

と
し
て
は
、か
か
り
つ
け
医
、急
性
期
病
院
、回

復・療
養
病
院
、介
護
施
設
間
の
連
絡
が
格
段

に
良
く
な
る
こ
と
で
、転
院
や
施
設
入
所
の
手

続
き
等
の
負
担
が

軽
減
さ
れ
る
こ
と

が
考
え
ら
れ
ま
す
。

ま
た
患
者
Ｉ
Ｄ
や

電
子
カ
ル
テ
、検

査
結
果
の
共
有
化

が
で
き
れ
ば
、患

者
さ
ん
の
側
か
ら

見
て
、複
数
の
医

療
機
関
、診
療
所
、

薬
局
等
を
あ
た

か
も
ひ
と
つ
の
医

療
機
関
の
よ
う
に

利
用
で
き
る
こ
と

が
期
待
で
き
ま
す
。

し
か
し
何
と
言
っ

て
も
住
民
の
方
に

と
っ
て
最
大
の
メ

リ
ッ
ト
は
、地
域

の
医
療・介
護・福

祉
の
体
制
が
、将

来
も
良
い
状
態
で

安
定
し
て
確
保
で

き
る
地
域
に
暮
ら

す
こ
と
が
で
き
る
、

と
い
う
安
心
感
だ

と
思
い
ま
す
。

　

当
病
院
機
構
は
、地
域
の
医
療
に
果
た
す

役
割
が
大
き
い
こ
と
か
ら
、自
ら
運
営
す
る

病
院
、診
療
所
だ
け
で
は
な
く
、地
域
の
医
療
、

介
護
体
制
全
体
に
つ
い
て
も
責
任
が
あ
る
と

考
え
ま
す
。地
域
医
療
連
携
推
進
法
人「
日
本

海
ヘ
ル
ス
ケ
ア
ネ
ッ
ト
」に
皆
さ
ん
の
ご
支
援

を
お
願
い
し
ま
す
。

　
平
成
28
年
か
ら
酒
田
市
内
の
５
つ
の
法
人

で
何
度
も
検
討
を
重
ね
、最
終
的
に
は
９
つ
の

法
人
が
参
加
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。名
称

は
、連
携
の
中
心
に
な
る
の
が
日
本
海
総
合

病
院
で
あ
る
こ
と
等
を
考
慮
し「
日
本
海
ヘ
ル

ス
ケ
ア
ネ
ッ
ト
」と
し
ま
し
た
。連
携
推
進
区

域
は
、地
域
医
療
構
想
の
区
域
で
あ
る
庄
内

５
市
町
と
し
て
い
ま
す
。

日
本
海
ヘ
ル
ス
ケ
ア
ネ
ッ
ト
の
特
徴

　
こ
の
制
度
は
、平
成
29
年
４
月
か
ら
施
行

さ
れ
、全
国
で
は
当
法
人
を
含
め
現
在
６
つ
の

地
域
医
療
連
携
推
進
法
人
が
設
立
さ
れ
て
い

ま
す
。

　
日
本
海
ヘ
ル
ス
ケ
ア
ネ
ッ
ト
の
特
徴
は
、病

院
、老
人
保
健
施
設
、老
人
介
護
施
設
等
を
運

営
す
る
医
療
法
人
、地
方
独
立
行
政
法
人
、社

会
福
祉
法
人
、更
に
は
医
師
会
、歯
科
医
師
会
、

薬
剤
師
会
な
ど
、地
域
の
医
療
、介
護
を
支
え

る
幅
広
い
法
人
が
参
加
し
て
い
る
こ
と
で
す
。

病
院
は
、急
性
期
、回
復
期
、療
養
期
、そ
れ
に

精
神
科
の
病
院
も
参
加
し
て
い
ま
す
。こ
の
よ

う
に
地
域
の
医
療
、介
護
の
ほ
ぼ
全
て
の
分
野

の
法
人
が
参
加
し
て
い
る
の
は
全
国
で
も
例

が
な
く
、大
変
注
目
さ
れ
て
い
ま
す
。

今
後
の
取
り
組
み

　
日
本
海
ヘ
ル
ス
ケ
ア
ネ
ッ
ト
が
考
え
て
い
る

事
業
は
、左
の
と
お
り
多
岐
に
渡
っ
て
い
ま
す
。

人
工
透
析
等
の
診
療
機
能
の
重
点
化
・
集
約

化
、看
護
師
等
の
医
療
従
事
者
の
人
事
交
流

な
ど
、す
で
に
取
り
組
み
始
め
た
事
業
も
あ
り

ま
す
。医
療
、介
護
の
分
野
は
、法
律
や
規
則

で
非
常
に
細
か
く
規
制
さ
れ
て
い
る
の
で
、連

携
推
進
事
業
を
進
め
る
時
に
は
、法
的
問
題

が
な
い
か
、本
当
に
効
果
が
あ
が
る
の
か
、ひ
と

つ
ひ
と
つ
確
認
し
な
が
ら
進
め
る
必
要
が
あ

り
ま
す
。

日本海ヘルスケアネットイメージ

理 念
医療、介護、福祉の切れ目のないサー
ビスを、将来にわたって安定的に提供

宏友会
上田診療所、
介護老健うらら等

運営

かたばみ会
特養かたばみ荘等

運営

酒田地区
薬剤師会
休日診療所への
派遣等

酒田地区
歯科医師会

訪問歯科診療等運営

酒田地区医師会
十全堂

訪問看護ステーション等
運営

健友会
本間病院、

介護老健ひだまり等
運営

山容会
山容病院、

グループホーム等
運営

山形県・酒田市
病院機構

日本海総合病院等
運営

光風会
介護老健シェ・モア等

運営

⃝過剰が見込まれる一般病床を削減
⃝不足が見込まれる療養病床を確保

⃝医療従事者の人事交流
⃝医療・介護従事者等の共同研修等

病院・施設単独型から地域連携型の経営へ転換
⃝効率的な機能分担
⃝診療機能の重点・集約化
⃝地域の医療需要に対応した業務量の調整
⃝高額医療機器の効率的配置・二重投資回避
⃝薬品・診療材料の共同交渉
⃝委託業務のまとめ発注

⃝医療・介護・福祉の切れ目のないサービスを提供
⃝退院調整ルールの作成
⃝在宅療養患者等の医療提供体制、看取り体制の

整備
⃝医療ニーズに対応した在宅医療提供体制の構築
⃝病診連携・医療介護連携を一層推進
⃝ICT（情報技術と通信技術）活用による患者情報

の共有化、利便性、効率性の向上
⃝クリティカルパス（入院診療計画書）の利用施設、

対象疾患の拡大

医療需要に対応した病床規模の適正化

地域医療介護を支える人材の確保と充実

持続可能な病院及び施設経営（経営効率化）

地域包括ケアシステムの構築

検討・実施予定の主な連携業務
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　研修医は臨床研修（初期研修）2年、そして専門医プ
ログラム（後期研修）があります。当院では初期研修医
1年目2年目合わせて20名ほどの研修医がおり、それぞ
れが各科をローテーションして研修を行い、日々切磋
琢磨しながら従事しております。内科系研修では毎日
朝回診を行い、その後は検査や日々の業務を行います。
外科研修の際には、毎日回診時に処置を行い、その後
は手術に入ります。基本的には第2助手となることが多
いですが、手術の執刀をすることもあり、貴重な経験を
させていただきました。そして研修医は月に数回程度、
夜の救急当直や休日の日直があり、救急車の対応から
歩いて救急外来を受診される方まで、様 な々重症度の
患者さんを診察します。また、各診療科の当番を指導医
と共に受け持つこともあります。日々の業務で深夜まで
病院に残ることもあり、研修医室のソファで仮眠を取り
ながら夜が明け、次の日の業務が始まることもありまし
た。不出来ながらも指導医の先生方には厚く指導して

いただき、毎日勉強と反省を繰り返す日々でした。
　また、当院は学会等への参加、発表も活発に行って
おり、2年間で4回ほど学会発表をさせていただきまし
た。特に消化器内科では、海外の学会にも参加する機
会もいただき、最先端の知識を学ぶだけでなく、国内の
学会との違いも知ることができ、大変勉強になりました。
　また、当院の研修は、那覇市立病院と連携しており、
外部の地域研修を行うことができます。外部研修では、
他病院の研修医とお互いに知識を共有したり、また他
病院の先生方から指導していただいたり、新たな刺激
を得ることができ、とても貴重な経験ができました。そし
て那覇市立病院からも当院へ研修に来ていただける
研修医の先生もおり、お互いに学ぶことができ、とても
良い経験になったと思います。
　日本海総合病院で2年間研修し、多くのことを学び、
勉強させていただきました。まだまだ未熟な身ですが、
少しでも患者さんの手助けになればと思い、これからも
頑張って行きたいと思います。

※臨床研修医（初期研修医）
→日本では医師免許取得後、基本的な診察能力を習得するため、臨床

研修指定病院等で臨床研修（初期研修）を受けることが義務付けら
れています。研修は2年に渡り、救急科、小児科、外科など特定の分野
を回ります。この2年間の研修を受けている最中の医師を「臨床研修
医（初期研修医）」と呼びます。

※専攻医（後期研修医）
→臨床研修終了後、専門の診療科へ進んだ、医師免許取得後3年目以

降の医師。

　酒田市出身、酒田東高校卒業後、青森県弘前大学医学
部へ進学、卒業後は日本海総合病院に臨床研修医として
就職しました。現在は消化器内科医をめざし、内科専門医
プログラムにて専攻医（後期研修医）として従事しております。
　私が2年間の研修を通して感じたことなどを簡単に書か
せていただこうと思います。

臨
振

床
り

研
返

修
っ て

を

内科専攻研修医 須田 健生

学会で発表してきました

研修医生活について

臨床研修修了証をいただきました
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仕 事
紹介リレー

私の〈
自
己
紹
介
〉

　

日
本
海
総
合
病
院
総
務
課
施
設
係 

阿
曽

亮
介
で
す
。
大
学
で
は
建
築
を
学
び
、
卒
業

後
、
建
設
会
社
で
施
工
管
理
等
の
経
験
を
経

て
、
平
成
26
年
か
ら
日
本
海
総
合
病
院
に
入

職
し
、
施
設
係
と
し
て
5
年
目
と
な
り
ま
す
。

　
私
は
医
療
業
界
以
外
か
ら
来
た
、
い
わ
ば

門
外
漢
で
は
あ
り
ま
す
が
、
だ
か
ら
こ
そ
見

え
る
こ
と
、
感
じ
る
こ
と
を
大
切
に
、
日
々

の
業
務
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
こ
れ
ま
で
、
顧
客
・
発
注
者
・
受
注
者
・

上
司
・
先
輩
・
後
輩
・
協
力
業
者
等
、
様
々

な
立
場
で
多
く
の
方
々
か
ら
た
く
さ
ん
の
こ

と
を
学
び
、
経
験
し
て
き
ま
し
た
。
そ
れ
ら

を
活
か
し
、
日
々
新
た
な
経
験
が
で
き
る
今

の
仕
事
が
一
番
面
白
い
と
感
じ
て
い
ま
す
。

〈
病
院
施
設
に
つ
い
て
〉

　

当
院
は
、
患
者
さ
ん
や
職
員
等
も
含
め
、

一
日
の
利
用
者
数
が
３
、０
０
０
人
を
超
え

る
施
設
で
す
。
ま
た
、
救
急
告
示
病
院
・
災

害
拠
点
病
院
で
あ
る
当
院
は
、
ヘ
リ
ポ
ー
ト

等
の
特
殊
な
設
備
も
多
く
、
利
便
施
設
と
し

て
テ
ナ
ン
ト
等
も
入
り
、
病
院
機
能
だ
け
で

な
く
、
い
わ
ば
ホ
テ
ル
や
工
場
等
を
組
み
合

わ
せ
た
複
合
的
機
能
も
有
し
て
い
ま
す
。

　
病
院
と
し
て
３
６
５
日
24
時
間
稼
動
し
て

い
る
た
め
、
設
備
を
含
む
建
物
へ
の
負
荷
が

高
く
、
平
成
5
年
の
竣
工
以
来
築
25
年
が
経

過
し
、
建
物
自
体
の
老
朽
化
も
進
ん
で
い
る

こ
と
も
確
か
で
す
。

　
設
備
的
な
機
能
が
正
常
に
働
か
な
い
と
医

療
業
務
に
支
障
を
き
た
す
と
共
に
病
院
と
し

て
の
役
割
を
果
た
せ
な
く
な
る
た
め
、
病
院

施
設
の
安
全
性
及
び
品
質
確
保
、
効
率
的
な

運
用
が
重
要
な
業
務
と
な
っ
て
き
ま
す
。

〈
施
設
係
の
業
務
〉

　
大
き
く
３
つ
あ
り
ま
す
。
１
つ
目
は
、
施

設
の
維
持
保
全
で
す
。
設
備
等
の
機
能
維
持

の
た
め
の
点
検
・
清
掃
、
不
具
合
の
発
生
し

た
設
備
等
の
修
繕
・
更
新
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
管

理
等
と
い
っ
た
内
容
で
す
。
２
つ
目
は
施
設

整
備
で
す
。
利
便
性
向
上
の
た
め
の
改
修
、

運
営
戦
略
に
迅
速
に
対
応
し
た
施
設
整
備
を

行
っ
て
い
ま
す
。
３
つ
目
は
、
防
犯
防
災
に

係
る
業
務
で
す
。
警
備
、
消
防
、
災
害
対
応

等
が
あ
り
、
毎
年
避
難
訓
練
等
を
行
っ
て
い

ま
す
。
そ
の
他
に
も
院
内
Ｐ
Ｈ
Ｓ
、
職
員
宿

舎
管
理
等
と
多
岐
に
渡
り
、
最
近
で
は
ホ
ス

ピ
タ
ル
ア
ー
ト
や
ク
ラ
ゲ
の
展
示
、
院
内
催

事
の
企
画
、
広
報
誌
等
の
様
々
な
業
務
を

行
っ
て
い
ま
す
。

〈
私
の
担
当
業
務
〉

　
主
に
施
設
整
備
と
維
持
保
全
に
関

す
る
業
務
で
す
。
維
持
保
全
で
は
、

中
長
期
修
繕
計
画
を
策
定
し
、
計
画

的
に
設
備
等
の
更
新
を
行
っ
て
い
ま

す
。
ま
た
、
現
在
工
事
中
の
放
射
線

治
療
棟
整
備
事
業
に
お
い
て
は
、
基

本
計
画
の
策
定
か
ら
設
計･

工
事
の

発
注･

監
督
業
務
等
ま
で
を
担
当
し

て
い
ま
す
。
さ
ら
に
、
係
以
外
の
業

務
と
し
て
は
、
日
本
赤
十
字
救
護
班

員
と
し
て
訓
練
等
に
も
参
加
し
て
い

ま
す
。

〈
今
後
に
つ
い
て
〉

　
病
院
施
設
は
、
特
殊
性
・
専
門
性

が
高
く
、
提
供
す
る
技
術
者
側
か
ら

も
そ
れ
を
利
用
す
る
利
用
者
側
か
ら

も
相
互
の
関
連
性
が
わ
か
り
に
く
く
、
伝
わ

り
に
く
い
も
の
で
す
。
私
は
、
自
分
自
身
の

経
験
を
踏
ま
え
、
自
分
の
専
門
領
域
や
得
意

分
野
の
み
に
専
念
し
て
い
く
だ
け
で
な
く
、

そ
こ
に
集
ま
る
人
々
に
共
感
さ
れ
る
空
間
を

作
り
あ
げ
て
い
く
た
め
に
提
案
・
行
動
し
て

い
く
こ
と
も
大
切
で
あ
る
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
今
後
も
患
者
さ
ん
に
安
心
・
信
頼
し
て
病

院
施
設
を
ご
利
用
い
た
だ
け
る
よ
う
、
ま
た

医
療
従
事
者
が
高
度
な
医
療
を
提
供
で
き
る

病
院
で
あ
り
続
け
る
よ
う
施
設
管
理
を
行
う

と
共
に
地
域
の
方
々
に
親
し
ま
れ
る
病
院
づ

く
り
の
取
組
み
を
実
行
し
て
い
き
ま
す
。

日
本
海
総
合
病
院

阿
曽 

亮
介

総
務
課 

施
設
係
　
主
任
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　3階東病棟に、妊婦さんがご家族とご利用でき
るファミリールームが完成しました。お家にいる
時のようにゆったりと過ごしていただけるような
空間となっています。ご希望の方は産婦人科外来
スタッフへお声掛けください。
※ご利用状況によりご希望に添えることができな
い場合があります。

　高額療養費制度は、家計に対する医療費の自己負担が過重なものとならないよう、医療費の
自己負担に一定の歯止めを設ける仕組みです。 
　平成30年8月から、70歳以上の方の上限額が次の表のように変わります。

不明な点や相談のご希望がありましたら、日本海総合病院1階エントランスホールにあります医療・福祉センターへお尋ねください。

　平日の日中にお勤めされている妊婦さんのために、毎週月
曜日の夕方に妊婦健診を開始しました。予約制ですので、ご
希望の方は産婦人科外来受診時に受付へご相談ください。
※ご希望いただいた場合でも、母体等の状態により医師が夕
方の健診に適さないと判断した際は、ご希望に添えることが
できない場合があります。
（健診受付時間）午後4時30分～午後6時
　※祝日及び年末年始の外来休診日（12/29～1/3）は受診
できませんのでご注意ください。

夕方の妊婦健診をはじめました！

ファミリールームができました！

70歳以上の方の高額療養費の
上限額が変わります

※1　世帯収入の合計額が520万円未満（1人世帯の場合は383万円未満）の場合や、「旧ただし書所得」の合計額が210万円以下の場合も含みます。
※2　過去12か月以内に3回以上、上限額に達した場合は、4回目から「多数回」該当となり、上限額が下がります。 （出典）厚生労働省HP

産婦人科
からの
お知らせ

ゆったりと

お過ごしください！

適用区分 ひと月の上限額
（世帯ごと）外来

（個人ごと）

現
役
並
み

年収約1160万円～
標準報酬月額83万円以上
課税所得690万円以上

57,600円
80,100円

+（医療費-267,000）×1％
〈多数回44,400円　※2〉

年収約770万円～約1160万円
標準報酬月額53～79万円
課税所得380万円以上

年収約370万円～約770万円
標準報酬月額28～50万円
課税所得145万円以上

一 

般

年収156万円～約370万円
標準報酬月額26万円以下
課税所得145万円未満（※1）

14,000円
年間上限
14万4,000円

57,600円
〈多数回44,400円　※2〉

低
所
得
者

Ⅱ住民税非課税世帯

8,000円

24,600円

Ⅰ住民税非課税世帯
（年金収入80万円以下など） 15,000円

ひと月の上限額
（世帯ごと）外来

（個人ごと）

252,600円+（医療費-842,000）×1％
〈多数回140,100円　※2〉

167,400円+（医療費-558,000）×1％
〈多数回93,000円　※2〉

80,100円+（医療費-267,000）×1％
〈多数回44,400円　※2〉

18,000円
年間上限
14万4,000円

57,600円
〈多数回44,400円　※2〉

8,000円

24,600円

15,000円

○見直し前（平成30年7月診療分まで） ○見直し後（平成30年8月診療分から）

現役並み所得区分については細分化した上で限度額が引き上げられ、一般区分については外来限度額が引き上げられました。
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鈴木　琢磨
内科

1東北大学
2漕艇・スキー・釣り

古山　広大
内科

1山形大学医学部附属病院
2登山・茶道

太田　隆仁
内科

1山形大学医学部附属病院
2スポーツ観戦

大山みどり
内科

1山形大学医学部附属病院
2ピアノ・おつまみ研究

佐藤　陽子
循環器内科

1鶴岡協立病院
2食べ歩き

門脇　心平
循環器内科

1東北医科薬科大学病院
2コーヒー

阿部　一輝
内科

1東邦大学医療センター
佐倉病院

2スポーツ・旅行

石澤　哲也
消化器内科

1山形大学医学部附属病院
2旅行・読書・映画鑑賞・

音楽鑑賞

上村　雄太
小児科

1山形大学医学部附属病院
2ヨット

菅原　裕史
整形外科

1山形済生病院
2ゴルフ

髙井　　諭
泌尿器科

1公立置賜総合病院
2サッカー

佐藤　　海
耳鼻咽喉・頭頸部外科

1公立置賜総合病院
2ビリヤード

今井　洋汰
初期研修医（1年次）

1自治医科大学
2バスケ・旅行・
　ダイビング

狩野龍之介
初期研修医（1年次）

1山形大学
2野球観戦

佐藤　　成
初期研修医（1年次）

1山形大学
2硬式テニス・将棋

鈴木　康介
初期研修医（1年次）

1東北大学
2テニス・読書

平野　れな
初期研修医（1年次）

1山形大学
2バドミントン

山口　諒子
初期研修医（1年次）

1山形大学
2温泉巡り・ラーメン巡

り・ヴァイオリン

大野　紘枝
初期研修医（1年次）

1山形大学
2テニス・音楽鑑賞・
　映画鑑賞

加藤　健一
初期研修医（1年次）

1東北大学
2野球観戦・剣道

新野　一穂
放射線科

1山形大学医学部附属病院
2観劇・和装

池田あかり
初期研修医（1年次）

1山形大学
2アイドルの応援

赤羽根綾香
初期研修医（2年次）

1山形大学医学部附属病院
2スポーツ観戦

市川　　翼
初期研修医（1年次）

1山形大学
2テニス・ドライブ・
　読書

伊藤　　英
泌尿器科

1山形大学医学部附属病院
2読書

佐藤　邦広
耳鼻咽喉・頭頸部外科

1新潟県立中央病院
2ゴルフ・スキー

齊藤　彰子
耳鼻咽喉・頭頸部外科

1山形県立新庄病院
2バスケットボール

岡田宗一郎
整形外科

1酒田市立八幡病院
2テニス・ピアノ

金谷　　篤
整形外科

1山形大学医学部附属病院
2温泉

佐藤　　藍
産婦人科

1山形大学医学部附属病院
2お菓子作り

伊東　　賢
外科

1東北大学病院
2アクアリウム

菅原　　恵
乳腺外科

1埼玉県立がんセンター
2水泳・テニス・
　演劇鑑賞

川路　博之
整形外科

1山形済生病院
2庭いじり・芝刈り

作田　和裕
消化器内科

1山形大学医学部附属病院
2ドライブ・音楽鑑賞

中村　秀平
消化器内科

1鶴岡市立荘内病院
2ドライブ・NBA観戦

佐藤　大祐
神経内科

1山形大学医学部附属病院
2弓道・靴磨き

日
本
海
総
合
病
院

日本海総合病院

日
本
海
酒
田
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
病
院

内
科

内
科

循
環
器
内
科

循
環
器
内
科

消
化
器
内
科

消
化
器
内
科

精
神
科

小
児
科

外
科

外
科

外
科

呼
吸
器
外
科

整
形
外
科

整
形
外
科

整
形
外
科

産
婦
人
科

産
婦
人
科

泌
尿
器
科

泌
尿
器
科

耳
鼻
咽
喉
・
頭
頸
部
外
科

耳
鼻
咽
喉
・
頭
頸
部
外
科

放
射
線
科

初
期
研
修
医（
2
年
次
）

初
期
研
修
医（
2
年
次
）

初
期
研
修
医（
2
年
次
）

初
期
研
修
医（
2
年
次
）

初
期
研
修
医（
2
年
次
）

初
期
研
修
医（
2
年
次
）

初
期
研
修
医（
2
年
次
）

初
期
研
修
医（
2
年
次
）

初
期
研
修
医（
2
年
次
）

歯
科
研
修
医

歯
科
研
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　あきほ保育園は病院職員の子どもたちが通う

院内保育園です。アットホームな雰囲気の中、約

30名の子どもたちが毎日元気いっぱいに過ごし

ています。夜間も安心して勤務できるよ

う、24時間体制の

保育環境を整えて

おり、仕事も子育て

も頑張りたい職員を

サポートしています。
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日本海総合病院では広報誌以外にも情報発信を行っています！
　 臨床研修Facebook 公式ページ
　 www.facebook.com/nihonkaihos.kensyu
　 看護部Facebook 公式ページ
　 www.facebook.com/nihonkaihos.kango
　日本海総合病院 Twitter 公式アカウント @nihonkai_hosp

本誌へのご意見・ご感想をお聞かせください。
　 0234-26-2001（代表）　総務課施設係 広報誌担当まで
　 soumu@nihonkai-hos.jp

１. 安心、信頼、高度な医療提供
２. 保健、医療、福祉の地域連携
３. 地域に貢献する病院経営

＜基本理念＞

表紙の

あきほ保育園の子どもたち

職　種 人　数 受　験　資　格

看護師
（または助産師）

40名
程度

昭和59年4月2日以降に生まれた方
で、看護師免許（助産師の方は助産
師免許も）を有する方、または平成
31年5月末までに当該免許を取得す
る見込みの方

区　分 試　験　日 試験会場
一次試験 平成30年８月４日（土）

日本海総合病院
二次試験 平成30年8月26日（日）

区　分 試験種目 時　　間

一次試験
受　　　　　付 8：30～ 8：50
性　格　検　査 9：00～ 9：30
専　門　試　験 9：50～10：50

二次試験 面　接　試　験 一次試験合格者に通知

一次試験合格発表 8月中旬 受験者全員に郵送で通知
日本海総合病院内に
合格者番号を掲示
病院機構ホームページにも掲載最終合格発表 9月中旬

1．募集職種、採用予定人数及び受験資格

2．試験期日及び試験会場

4．試験種目及び時間

5．合格発表

3．受付期間及び受付時間
（１）受付期間　6月11日（月）から7月19日（木）（土曜・日曜、祝日を除く）

（２）受付時間　午前8時30分～午後5時15分
　　※郵送の場合も7月19日（木）午後5時15分まで必着のこと

その他事項は病院機構ホームページ（http://www.nihonkai-hos.
jp/）をご覧ください。
■担当 日本海総合病院総務課総務第2係　水越、冨士村
　　　　TEL：0234-26-2001（代表）

平成30年地方独立行政法人山形県・酒田市病院機構
職員採用試験受験案内（平成31年4月採用）

ひ こと とサマーセミナーを
開催します

日本海総合病院

対　象 専門学校１・２年生、大学１～３年生の
看護師・助産師志望の方

日　時 8月8日（水）9時～15時
（受付：8時30分～）

内　容 病棟体験（希望診療科）、院内見学
若手看護師との懇談会 など

持ち物 白衣・上履き
※昼食は当院で用意します。

申し込み方法などは病院機構ホームページ（http://
www.nihonkai-hos.jp/）をご覧ください。

看護部


